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―
高
校
時
代
の
思
い

出　

生
物
部
の
魚
類

班
と
し
て
春
採
湖
な

ど
で
イ
ト
ヨ
な
ど
を

採
取
し
て
い
ま
し
た
。

先
輩
に
誘
わ
れ
て
摩

周
岳
登
山
に
も
行
き

ま
し
た
。
摩
周
湖
の
透

明
度
の
高
さ
、
頂
上
で

食
べ
た
夏
み
か
ん
の

味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
無
届
け
だ

っ
た
の
で
、
顧
問
の
豊

島
正
俊
先
生
か
ら
怒

ら
れ
ま
し
た
。（
笑
）

―
同
窓
会
と
の
か
か

わ
り　
副
幹
事
長
で
同
窓
会
に
か
か
わ
り
始

め
、
栗
林
さ
ん
が
会
長
に
な
り
、
幹
事
長
に
就

き
ま
し
た
。
同
窓
生
は
、
湖
陵
高
校
を
卒
業
し

た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
校
歌

が
い
い
で
す
ね
。
釧
路
中
学
、
釧
路
高
等
学
校
、

釧
路
湖
陵
高
校
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
校
歌
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同
窓
会
で
校
歌
を
歌
う

と
、
同
窓
生
の
心
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。
若
い

頃
は
あ
ま
り
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
か
に

迷
っ
た
時
、
校
歌
を
思
い
出
す
と
人
間
と
し
て

の
何
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

―
開
校
１
０
０
周
年
を
終
え
て　
栗
林
前
会
長

か
ら「
祝
賀
会
は
１
０
０
０
人
規
模
で
」
と
の

考
え
を
聞
い
て「
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
是
非

成
功
さ
せ
た
い
」と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

企
画
、
運
営
と
手
作
り
で
し
た
が
、
各
部
会
長

を
中
心
に
よ
く
が
ん

ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
湖
陵
生
で
し

た
。

―
同
窓
会
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
に
開
催

さ
れ
る
同
窓
会
総
会

は
、
当
番
期
制
で
す
。

当
番
期
に
な
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
同

期
の
横
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

積
み
重
ね
が
１
０
０

周
年
の
各
事
業
が
成

功
に
終
わ
っ
た
基
礎

に
な
っ
て
い
ま
す
。
何

も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
も
無
理
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
た
先
輩
た

ち
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
、
各
支
部
も
含
め

て
同
窓
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
同
窓
生
同
士
の

団
結
力
や
結
束
力
を
強
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

釧
路
湖
陵
同
窓
会

新
会
長　

島
本
幸
一
さ
ん
（
湖
陵
19
期
）

同窓会の積み重ね
100周年成功へ

新らしい百年へ次の一歩

　

島
本
さ
ん
は
昨
年
８
月
の
同
窓
会
総
会
で
、
栗
林
延
次
さ
ん
（
湖
陵
17
期
）
の
あ
と
を

受
け
、
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
島
本
さ
ん
に
高
校
時
代
の
思
い
出
や
抱
負
な
ど
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。�

星　

匠
（
湖
陵
30
期
）
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北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周

年
・
定
時
制
90
周
年
記
念
事
業
は
、
す
べ
て
の
事

業
を
終
了
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
各
部
会
か
ら

事
業
報
告
を
行
い
ま
す
。

【
式
典
部
会
】

Ａ
）
講
演
会

・
日　

時　

２
０
１
２
年
６
月
26
日
（
火
）
13
時

30
分
～
15
時
20
分

・
場　

所　

釧
路
湖
陵
高
校
体
育
館

・
参
加
者　

教
職
員
、
生
徒
、
同
窓
生
、
一
般

　
　
　
　
　

１
，
０
４
６
人

・
講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
」
代

表　

川
原
尚
行
氏

・
テ
ー
マ　
「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
拓
け
る
か
？

　
　
　
　
　

ス
ー
ダ
ン・
東
日
本
大
震
災
で
の
活
動
」

・
内　

容　

川
原
氏
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
直
後
、

救
急
車
で
宮
城
県
入
り
し
て
医
療
活

動
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
が
れ
き
の

撤
去
作
業
な
ど
も
行
っ
た
際
、
高
校

時
代
の
仲
間
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

た
こ
と
。
ス
ー
ダ
ン
で
の
医
療
活
動

で
は
、
外
務
省
を
退
官
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
肩
書
の
い
ら
な
い
故
郷

の
温
か
さ
に
触
れ
、
地
元
へ
の
愛
を

訴
え
ま
し
た
。

Ｂ
）
堤
灯
行
列

・
日　

時　

２
０
１
２
年
７
月
13
日
（
金
）
18
時

30
分
～
20
時
30
分

・
場　

所　

湖
陵
祭
行
灯
コ
ー
ス
（
湖
陵
高
校
→

工
業
高
校
前
→
久
寿
里
橋
→
栄
町
公

園
→
北
大
通
→
幣
舞
橋
→
日
本
銀

行
（
当
時
）
横
→
城
山
交
差
点
→
城

山
小
学
校
→
学
園
高
架
橋
→
湖
陵
高

校
・
約
５
㌔
）

・
参
加
者　

教
職
員
、
生
徒
、
同
窓
生　

８
７
０

人

・
内　

容　

同
窓
生
70
人
は
、
袢
纏
を
着
て
提
灯

を
持
っ
て
行
灯
行
列
に
参
加
。
袢
纏

は
、
記
念
式
典
終
了
後
に
、
学
校
へ

寄
贈
。

Ｃ
）
記
念
式
典

・
日　

時　

２
０
１
２
年
９
月
29
日
（
土
）
13
時

～
16
時

・
場　

所　

釧
路
市
民
文
化
会
館

・
参
加
者　

教
職
員
、
生
徒
、
同
窓
生
、
一
般

　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
人

・
内　

容　

式
典
（
13
時
か
ら
14
時
30
分
）
①
修

礼
②
開
式
の
辞
③
物
故
者
へ
の
黙
祷

④
国
歌
斉
唱
⑤
学
校
長
式
辞
⑥
同
窓

会
長
挨
拶
⑦
実
行
委
員
長
挨
拶
⑧
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶
⑨
感
謝
状
贈
呈
⑩
受

賞
者
代
表
謝
辞
⑪
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
受
賞
者
表

彰
⑫
記
念
事
業
目
録
贈
呈
⑬
祝
辞
⑭

来
賓
紹
介
⑮
祝
電
・
祝
文
披
露
⑯
生

徒
代
表
の
こ
と
ば
⑰
校
歌
斉
唱
⑱
閉

会
の
辞
⑲
修
礼

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
14
時
45
分
～
16

時
）
①
器
楽
部　

演
奏
「
さ
く
ら
の

う
た
」「
バ
レ
エ
音
楽　

火
の
鳥
」

②
Ｖ
Ｏ
Ｋ　

全
日
制
課
程
の
「
今
」

を
映
像
で
紹
介
③
応
援
団　

有
志
の

生
徒
に
よ
る
応
援
演
目
④
定
時
制　

ビ
デ
オ
上
映
「
定
時
制
の
紹
介
」
⑤

合
唱
部　

演
奏
「
あ
す
へ
続
く
道
」

「
全
日
制
校
歌
」

【
祝
賀
会
部
会
】

○
記
念
祝
賀
会

・
日　

時　

２
０
１
２
年
９
月
29
日
（
土
）
18
時

～
20
時
15
分

・
場　

所　

釧
路
市
国
際
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

・
参
加
者　

同
窓
生
、
来
賓　

１
，
１
９
４
人

・
内　

容　

①
開
会
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
②

校
歌
斉
唱
③
実
行
委
員
長
挨
拶
③
来

賓
挨
拶
④
学
校
長
挨
拶
⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
よ
り
１
０
０
周
年
記
念
事
業
報
告

⑥
乾
杯
⑦
歓
談
⑧
Ｖ
Ｏ
Ｋ
作
成
ム
ー

ビ
ー
上
映
⑨
各
地
湖
陵
会
の
紹
介
⑩

酒
井
理
恵
ラ
イ
ブ
⑪
六
文
銭
ラ
イ
ブ

⑫
記
念
品
贈
呈
⑬
閉
会
挨
拶
・
閉
会

【
記
念
誌
部
会
】

・
名　

称　
「
誠
・
愛
・
勇
の
湖
陵
百
年
」

・
刊
行
日　

２
０
１
３
年
１
月
31
日

・
製
作
冊
数　

学
校
、
高
額
寄
付
者
へ
の
贈
呈
、

一
般
販
売　

２
０
５
４
冊

・
ペ
ー
ジ
数　

Ａ
４
サ
イ
ズ　

４
０
０
ペ
ー
ジ

・
内　

容　

①
序
章
（
校
訓
、
校
旗
、
校
歌
、
校

舎
）
②
挨
拶
③
歴
代
校
長
④
創
立
百

周
年
・
定
時
制
九
十
周
年
記
念
事
業

⑤
写
真
で
見
る
釧
中
・
湖
陵
史
⑥
い

ろ
い
ろ
な
思
い
を
⑦
湖
陵
ア
ラ
カ
ル

ト
⑧
資
料
編
⑨
創
立
百
周
年
・
定
時

制
九
十
周
年
記
念
事
業
協
賛
者
ご
芳

名
一
覧
⑩
資
料
提
供
者
⑪
編
集
後

記
・
奥
付

【
記
念
事
業
部
会
】

○
贈
呈
品
一
覧

　

①
記
念
誌
「
誠
・
愛
・
勇
の
湖
陵
百
年
」　

１
、

１
０
０
冊
②
記
念
碑　

コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
（
米

坂
ヒ
デ
ノ
リ
氏
作
）
及
び
中
庭
整
備
③
大
型
電
動

ス
ク
リ
ー
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
及
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
台
④
記
念
植
樹　

蝦
夷
山
桜
10
本
、
千
島

桜
１
本
⑤
テ
ー
ブ
ル
４
台
、
ロ
ビ
ー
チ
ェ
ア
８
脚

⑥
照
明
機
材　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
２
個
、
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ト
５
個
⑦
来
客
用
ス
リ
ッ
パ　

３
０
０
足
⑧

楽
器　

バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
リ
ト
ン
サ
キ
ソ

フ
ォ
ン
、
チ
ュ
ー
バ
、
バ
ス
ー
ン
⑨
グ
ラ
ン
ド
用

時
計
⑩
式
典
用
白
布
⑪
特
別
教
室
用
時
計　

10
個

⑫
図
書
室
用
ソ
フ
ァ　

２
脚
⑬
ワ
イ
ヤ
レ
ス
拡
声

器【
総
務
部
会
】

○
事
務
局
運
営
、
同
窓
会
会
員
へ
の
案
内
業
務

・
期　

間　

２
０
１
１
年
６
月
１
日
～
２
０
１
３

年
３
月
31
日

・
案　

内　

同
窓
生
８
，
０
０
０
人
・
教
職
員
、

生
徒
１
，
０
０
０
人

記
念
事
業
実
行
委
か
ら
報
告
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事業部会収支決算書
【収入の部】

項　目 予　算 決　算 概　　　要

事 業 積 立 金 ¥10,000,000 ¥10,060,087

雑 収 入 ¥2,410 普通預金利息

協 賛 寄 付 金 ¥25,000,000 ¥21,759,548 1,432件

企 業 広 告 金 ¥12,280,000 167件

記 念 祝 賀 会 ¥5,950,000 1,190件

記念誌販売代金 ¥6,160,000 770件

合 　 計 ¥35,000,000 ¥56,212,045

【支出の部】
項　目 予　算 決　算 概　　　要

式 典 部 会 ¥4,920,000 ¥4,413,852 講演会（￥754,721）、堤灯行列（￥664,684）、
記念式典（￥2,994447）

祝 賀 会 部 会 ¥3,000,000 ¥8,930,307

飲食（￥5,900,000=釧路キャッスルホテル・釧路
全日空ホテル）、記念品（￥588,000=トートバック
～杉村商店）、設営（￥506,820=会場設備・
プロジェクター他）、アトラクション（￥442,000=
六文銭・酒井理恵）など

記 念 誌 部 会 ¥2,100,000 ¥4,978,415

記念誌製作（￥4,132,800=@4,305*960冊）、
発送（￥658,304=封入文書、梱包、送料）、
会議（￥135,249=キャッスルホテル・竹老園・醍醐
ほか）など

記念事業部会 ¥17,000,000 ¥16,188,546

記念誌購入（￥4,804,286=@4,305*1,100冊ほか）、
電動スクリーン（￥1,785,000）、
記念碑（￥3,555,650=米坂ヒデノリ氏ブロンズ像・
寄贈プレート）、楽器（￥2,990,000=バスクラリネット、
バリトンサックス、チューバほか）、照明機材
（￥566,895=スポットライト2個・ダウンライト5個）、
記念植樹（￥518,700=チシマザクラ、エゾヤマサクラ）
・テーブル（￥397,320=4台ほか）など

総 務 部 会 ¥7,500,000 ¥7,441,476

会員発送用印刷郵送（￥2,349,790）、新聞広告など
（￥1,596,000）、事務局人件費（￥1,070,000）、
会議（￥554,291=合同幹事会・実行委員会）、
記録用ビデオ・写真撮影（￥420,000）など

財 務 部 会 ¥200,000

協 賛 広 告

そ の 他 経 費 ¥332,447 郵便局振込手数料

予 備 費 ¥280,000

合 　 計 ¥35,000,000 ¥42,285,043

※ 差引余剰金 ¥13,927,002 学校後援会へ500万円、その他は今後
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誠愛勇から
湖陵18期生の巻

ラ
イ
バ
ル
は
好
敵
手

湖
陵
18
期
　
田た

巻ま
き

　
恒つ
ね
と
し利

釧
路
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
協
会
会
長

ま
ず
、
学
友
た
ち
の
順
不
同
と
敬
称

略
あ
や
ふ
や
な
記
憶
を
辿
る
の
で
思
い

違
い
を
お
許
し
願
い
た
い
。
私
た
ち
は

昭
和
38
年
春
に
富
士
見
町
の
校
舎
に

入
学
し
た
。
戦
後
に
大
勢
生
れ
た
所
謂

「
団
塊
の
世
代
」
な
の
で
激
し
い
受
験

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
高
校
合
格
通
知

書
は
輝
い
て
見
え
た
。

入
学
式
の
来
賓
挨
拶
で
前
年
釧
中
・

湖
陵
５
０
周
年
事
業
を
終
え
た
中
川
久

平
同
窓
会
会
長
か
ら「
君
達
の
未
来
は

努
力
次
第
で
開
か
れ
る
、
湖
陵
合
格
が

目
的
で
は
な
い
。
湖
陵
生
は
決
し
て
エ

リ
ー
ト
で
は
な
い
勘
違
い
す
る
な
、
よ

く
勉
強
し
ろ
油
断
す
る
な
」と
叱
咤
激

励
さ
れ
る
。

各
学
級
と
も
男
子
が
多
く
女
子
が
少

な
い
数
で
音
楽
・
書
道
・
美
術
の
芸
術

選
択
科
目
別
に
９
学
級
に
分
か
れ
た
。

３
日
後
、
湖
陵
応
援
団
の
三
上
定
男
副

団
長
が
団
員
を
従
え
教
室
に
入
り
壇
上

か
ら「
湖
陵
合
格
お
め
で
と
う
と
チ
ヤ

ホ
ヤ
さ
れ
る
の
も
昨
日
ま
で
だ
。」
と

小
柄
な
体
格
か
ら
声
高
く「
こ
れ
か
ら

新
入
生
は
体
育
館
で
校
歌
・
応
援
歌

の
練
習
を
行
い
全
員
に
湖
陵
魂
を
叩
き

込
む
。
校
歌
を
歌
え
な
い
者
は
湖
陵
生

徒
を
名
乗
る
な
」と
厳
し
い
。

３
年
間
で
教
科
担
当
の
先
生
達
は
全

員
個
性
豊
か
。
元
軍
人
の
先
生
は
男
子

に
厳
し
く
女
子
に
優
し
か
っ
た
印
象
。

教
科
書
の
授
業
を
早
く
終
え
た
別
の
先

生
は
恋
愛
経
験
を
交
え
た
恋
愛
論
に
生

徒
が
真
剣
に
聞
き
入
る
。
世
界
三
大
美

女
の
話
に
な
る
と
授
業
そ
っ
ち
の
け
で

話
に
熱
を
入
れ
る
先
生
。
男
優
チ
ャ
ー

ル
ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
似
の
先
生
は
紫

色
靴
下
が
ご
愛
用
で
多
く
の

女
子
が
憧
れ
。
生
徒
の
質
問
に

い
つ
で
も
回
答
す
る
か
の
よ

う
に
参
考
書
を
抱
え
き
れ
な

い
ほ
ど
持
っ
て
教
室
に
入
る

先
生
。
夫
婦
共
稼
ぎ
で
当
時
庶

民
憧
れ
の
マ
イ
カ
ー
で
通
勤

の
先
生
。
白
衣
姿
が
眩
し
い
生

物
・
化
学
・
物
理
の
先
生
。
当

時
の
釧
路
は
泥
ん
こ
道
だ
ら

け
で
年
中
長
靴
で
通
勤
の
先

生
。
生
徒
一
人
で
教
員
住
宅
を

訪
問
す
る
と
秘
密
に
す
る
か

ら
公
言
す
る
な
と
言
い
な
が

ら
ウ
イ
ス
キ
ー
を
紅
茶
に
入

れ
て
生
徒
を
も
て
な
す
先
生

に「
紅
茶
お
か
わ
り
、
も
う
一

杯
」と
は
言
え
な
か
っ
た
。

無
愛
想
に
ひ
た
す
ら
板
書
だ
け
の
授

業
の
先
生
は
生
徒
の
内
職（
隠
れ
て
雑

誌
読
み
・
別
の
教
科
を
自
習
・
五
目
並

べ
・
伝
言
メ
モ
回
し
・
早
弁
食
い
な
ど
）

が
し
易
か
っ
た
。
し
か
し
11
月
、
10
泊

11
日
の
団
体
貸
切
車
両
増
結
に
よ
る
修

学
旅
行
が
迫
っ
た
頃
、
そ
の
先
生
は
突

然
授
業
で「
君
達
、
東
京
・
大
阪
・
京

都
の
旅
は
大
方
始
め
て
だ
ろ
う
。
自
由

行
動
の
都
会
で
一
番
困
る
の
は
ト
イ
レ

だ
。
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
。
都
会
で
は
、

そ
の
時
に
デ
パ
ー
ト
は
勿
論
パ
チ
ン

コ
屋
・
映
画
館
に
駆
け
込
ん
で
よ
い
」

と
秘
策
開
陳
。
当
時
の
高
校
生
は
喫
茶

店
・
パ
チ
ン
コ
屋
へ
入
場
制
限
さ
れ
て

い
た
の
で
先
生
の
非
常
時
対
応
力
に
歓

喜
。
国
語
授
業
の
始
ま
り
は
決
ま
っ
て

漢
字
書
き
取
り
テ
ス
ト
が
恒
例
の
先
生

が
い
て
笑
顔
の
影
に
生
徒
を
締
め
付
け

る
不
動
明
王
の
顔
が
浮
か
ん
だ
が
書
き

取
り
は
、
後
で
役
に
立
っ
た
。

海
霧
が
か
か
り
易
い
夏
の
釧
路
は
晴

れ
の
屋
外
が
恋
し
い
季
節
。
晴
れ
た
日

に
学
級
長
が
屋
外
授
業
を
交
渉
に
教
科

先
生
の
所
へ
。
願
い
叶
っ
て
徒
歩
５
分

ほ
ど
で
春
採
湖
へ
行
き
ボ
ー
ト
に
乗
る

と
か
散
策
で
太
陽
を
浴
び
授
業
。

定
期
試
験
が
終
わ
る
と
夏
は
ク
ラ
ス

対
抗
提
灯
行
列
の
組
み
立
て
、
秋
は
文

化
祭
で
ク
ラ
ス
対
抗
の
舞
台
演
技
練
習

に
放
課
後
を
費
や
し
青
春
を
謳
歌
す

る
。
行
灯
制
作
は
照
明
に
懲
り
す
ぎ
る

と
蓄
電
池
が
増
え
行
列
当
日
、
担
ぐ
時

出
世
坂
で
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
は
だ

れ
も
気
が
つ
か
な
い
。
文
化
祭
で
舞
台

衣
装
に
凝
る
と
衣
装
の
調
達
で
苦
労
し

町
中
ウ
ロ
ウ
ロ
探
し
求
め
る
。

２
学
年
に
な
る
と
本
人
の
進
路
希
望

に
よ
り
ク
ラ
ス
替
え
。
A
・
B
・
C
の

３
組
は
教
科
に
簿
記
な
ど
が
加
わ
る
の

で
女
子
が
多
く
男
子
は
少
な
い
。
D
組

か
ら
H
組
ま
で
６
学
級
は
数
学
教
科
書

が
別
で
男
子
が
多
い
ク
ラ
ス
編
成
。

湖
陵
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
、
ウ
サ
ギ

狩
り
は
終
戦
ま
で
あ
っ
た
軍
事
教
練
授

業
の
名
残
り
と
聞
く
。
凍
り
つ
い
た
荒

野
を
巡
る
ウ
サ
ギ
狩
り
は
将
軍
家
の
鷹

狩
に
な
ら
う
軍
事
演
習
で
あ
り
、
考
え

て
み
た
ら
学
校
の
遠
足
だ
っ
て
行
軍
の

予
行
演
習
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
兎
も

角
、
ウ
サ
ギ
狩
行
事
で
大
楽
毛
へ
集
合

し
た
の
が
1
年
生
の
時
、
鶴
居
へ
新
富

士
駅
か
ら
村
営
簡
易
軌
道
で
荒
野
を
目

指
し
た
の
が
３
年
生
の
時
で
、
こ
れ
が

湖
陵
ウ
サ
ギ
狩
伝
統
行
事
の
最
後
と
聞

く
が
、
２
回
と
も
猟
銃
の
発
射
音
を
聞

い
た
り
ウ
サ
ギ
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

学
校
マ
ラ
ソ
ン
は
、
学
校
グ
ラ
ン
ド

が
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
。
コ
ー
ス
の
起

伏
が
多
く
辛
く
て
、
走
っ
て
い
る
か
歩

い
て
い
る
か
頭
の
中
が
ボ
ー
ッ
と
し
て

分
か
ら
な
い
。
特
に
苦
し
い
の
は
春
採

湖
沼
尻
か
ら
春
採
中
学
に
か
け
て
の
長

く
急
な
坂
道
だ
っ
た
。
息
が
苦
し
く
前

に
進
ま
な
い
、
し
か
し
ゴ
ー
ル
近
く
の

住
吉
町
は
女
子
高
の
市
立
星
園
高
校
で

女
子
生
徒
大
勢
が
窓
か
ら
黄
色
い
声
を
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張
り
上
げ
て
声
援
し
て
く
れ
る
こ
と
を

想
い
浮
か
べ
て
必
死
に
な
る
男
子
走
者

は
、
う
ぶ
な
単
純
脳
神
経
。

昭
和
39
年
初
冬
は
２
年
生
で
修
学
旅

行
の
列
車
の
窓
か
ら
そ
の
年
開
通
し
た

東
海
道
新
幹
線
で
走
る
列
車
を
見
た
。

自
由
行
動
の
東
京
は
東
京
五
輪
開
催
が

終
え
た
ば
か
り
。
多
く
の
国
道
基
点
で

あ
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
日
本
橋
に
出

か
け
た
。
橋
の
上
に
東
京
五
輪
を
前
に

完
成
し
た
ば
か
り
の
首
都
高
速
道
路
が

掛
か
っ
て
い
て
未
来
都
市
東
京
を
見
た

の
が
半
世
紀
前
。

湖
陵
在
学
中
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た

学
友
を
紹
介
す
る
と
、
新
潟
国
体
に
２

年
生
で
出
場
し
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
武
田

寛
は
早
大
へ
。
３
年
生
で
全
国
高
校
総

体
に
個
人
出
場
し
た
剣
道
の
鎌
田
隆
良

は
栃
木
県
警
、
岐
阜
国
体
に
出
場
し
た

剣
道
団
体
戦
の
鎌
田
隆
良
、
中
里
英
敏

は
亜
大
卒
後
岩
手
県
庁
へ
。

卒
業
後
の
進
路
は
受
験
を
控
え
我
々

団
塊
の
世
代
に
狭
き
門
が
待
ち
構
え

る
。
18
期
生
の
進
路
は
、
浪
人
を
含
め

東
大
、
東
工
大
各
１
名
、
北
大
27
名
、

東
北
大
３
名
、
東
京
６
大
学
の
有
名
私

立
大
25
名
以
上
、
北
大
を
除
く
国
公
立

大
25
名
ほ
ど
だ
が
正
確
な
数
字
は
覚
え

て
い
な
い
。
そ
の
近
年
ま
れ
な
好
結
果

に
先
生
方
も
大
満
足
。

社
会
人
に
な
る
と
当
時
の
肩
書
き
で

紹
介
す
る
が
私
の
記
憶
は
怪
し
い
の
で

誤
記
・
記
載
漏
れ
は
お
許
し
を
請
う
。

常
呂
町
長
の
井
原
久
敏
、
東
大
卒
後
に

総
務
省
事
務
次
官
を
へ
て
内
閣
官
房
副

長
官
の
滝
野
欣
弥
は
釧
路
市
の
顧
問
弁

護
士
、
釧
路
市
教
育
長
の
上
原
丈
和
、

横
浜
市
議
の
高
梨
晃
嘉
、
多
摩

市
議
の
富
所
富
雄
、
根
室
支
庁

長
と
し
て
ビ
ザ
な
し
交
流
訪
問

団
を
見
送
っ
た
村
井
茂
は
道
栽

培
漁
業
公
社
、
大
学
教
授
で
は

東
京
電
大
の
荒
巻
淳
一
、
道
医

療
大
の
及
川
恒
之
、
道
工
大
の

鈴
木
憲
三
、
釧
路
高
専
の
依
田

有
康
、
医
師
の
近
藤
敦
、
我
妻

浩
治
、
前
田
修
一
、
駒
木
根
武

利
、
歯
科
医
師
で
は
医
科
歯
科

大
卒
の
佐
藤
義
広
、
日
大
卒
の

本
間
栄
一
な
ど
の
学
友
は
郷
土

の
誇
り
。

高
校
教
員
の
鏡
但
、
小
林
静

男
、
尾
坂
京
子
、
学
校
長
の
小

西
文
典
、
長
根
輝
義
、
高
松
幹

雄
、
細
川
静
男
、
一
戸
陽
子
、

大
学
教
員
で
岩
崎
一
郎
、
札
大

谷
短
大
の
加
藤
久
恵
な
ど
の
学

友
は
地
域
住
民
に
広
く
親
し
ま

れ
た
。

経
営
者
で
は
東
証
1
部
上
場

で
住
友
電
設
役
員
の
末
菅
賢

弘
、
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
な
ど

書
籍
９
店
を
全
道
展
開
す
る
リ

ラ
ィ
ア
ブ
ル
社
の
佐
藤
俊
晴
、

三
輪
商
会
の
岡
本
憲
明
、
贈
答

の
富
士
社
の
石
川
宏
、
関
西
で
繊
維
卸

の
原
田
祐
輔
、
税
理
士
の
浜
村
裕
章
、

宮
脇
土
建
の
濁
沼
英
一
は
湖
陵
同
窓
会

副
会
長
で
釧
中
・
湖
陵
百
周
年
の
大

事
業
を
こ
な
し
た
。
葵
建
設
の
工
藤
芳

勝
、
大
栄
運
輸
の
佐
藤
重
則
、
藤
田
印

刷
の
藤
田
卓
也
は
よ
き
文
化
理
解
者
、

釧
路
魚
商
業
組
合
長
の
中
川
隆
は
消
防

団
本
部
長
、
３
薬
局
の
長
尾
圭
三
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
一
杉
珠
美
、
ブ
テ
ッ

ク
イ
フ
の
羽
生
武
喜
、
五
味
ホ
テ
ル
の

五
味
卓
夫
、
原
商
店
の
原
豊
和
、
名
和

商
店
の
名
和
幸
彦
、
矢
沢
商

店
の
矢
沢
啓
司
、
ロ
シ
ア
料

理
店
ル
パ
シ
カ
の
渡
辺
貞

の
学
友
た
ち
は
全
国
・
道

内
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で
活

躍
。公

務
員
や
団
体
勤
務
、
会

社
勤
務
で
は
税
務
署
長
の

池
田
芳
幸
、
北
大
出
の
福
田

信
は
拓
銀
か
ら
コ
ー
プ
札

幌
副
理
事
長
、
環
境
省
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
の
若
山
公

一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
細
谷
正
美
、
早
大
出
の
中

川
進
幸
は
道
新
か
ら
道
新

観
光
社
長
、
北
大
出
の
林
正

樹
は
王
子
製
紙
の
子
会
社

社
長
、
王
子
板
紙
の
白
石
敏

明
、
慶
大
出
の
稲
葉
聰
は
ニ

ッ
カ
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
八
王
子

市
職
員
の
安
岡
正
治
、
釧
路

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
の
竹
内
博
文
、
釧
路
動

物
園
長
の
高
橋
利
雄
、
釧
路

商
工
会
議
所
の
種
市
次
也
、

市
保
育
園
長
の
根
本
か
ず

ゑ
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

の
鏡
寛
、
釧
路
信
金
の
田
中

章
夫
、
三
輪
商
会
の
成
田
睦
治
、
浜
中

農
協
参
事
の
野
田
哲
治
、
教
員
の
大
山

圭
也
、
病
院
薬
剤
師
の
木
村
久
子
、
四

家
ヒ
ロ
子
、
弓
削
見
栄
、
養
護
教
諭
の

須
磨
真
知
子
、
看
護
師
の
佐
々
木
恵
美

子
な
ど
の
学
友
ら
は
誠
・
勇
・
愛
の
湖

陵
魂
を
発
揮
し
見
事
勤
め
あ
げ
た
。

異
色
分
野
で
は
釧
路
新
聞
で
風
刺
漫

画
を
１
万
点
超
え
て
連
載
の
岩
間
宏
、

東
工
大
卒
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
世
界
大
会
日

本
代
表
の
角
田
肇
、
志
摩
馨
の
筆
名
で

小
説
を
書
く
大
谷
悟
、
ダ
ン
ス
教
室
の

平
順
子
、
京
都
南
座
の
檜
舞
台
を
踏
む

日
本
舞
踊
の
井
原
桂
子
、
武
蔵
野
音
大

卒
で
広
い
人
脈
を
持
つ
三
上
希
予
子
は

東
京
湖
陵
会
副
会
長
な
ど
の
学
友
が
揚

げ
ら
れ
る
。

も
っ
と
学
友
の
名
を
揚
げ
た
い
が
紙

幅
が
尽
き
た
。

２
年
後
の
平
成
28
年
は
18
期
生
が
湖

陵
卒
業
半
世
紀
を
迎
え
る
。
記
念
大
会

を
開
き
学
友
た
ち
に
会
い
た
い
、
そ
れ

ま
で
互
い
に
元
気
で
い
た
い
。

受
験
、
入
学
、
就
職
、
結
婚
は
人
生

に
つ
き
も
の
で
、
そ
れ
ら
人
生
の
岐
路

「
狭
き
門
」
に
団
塊
の
世
代
は
大
勢
押

し
か
け
同
世
代
の
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
と

し
の
ぎ
を
削
り
熾
烈
に
戦
っ
た
。
戦
い

終
え
て
人
生
の
秋
を
迎
え
る
と
ラ
イ
バ

ル
は
己
を
鍛
え
上
げ
研
鑽
す
る
の
に
欠

か
せ
な
い
好
敵
手
、
戦
友
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
湖
陵
同
期
の
桜
有
難
う
。
母

校
湖
陵
有
難
う
。

（
参
考
資
料　

平
成
19
年
湖
陵
18
期
還

暦
記
念
同
期
会　

記
念
誌
）
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市
立
清
明
小
学
校
の

ほ
ど
近
い
住
宅
街
に
あ

る
、
自
宅
を
兼
ね
た
書
道

教
室「
綵
水
会（
さ
い
す

い
か
い
）」。
こ
こ
に
柴
田

脩
生
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
親
子
三
代
の
湖
陵

生
・
O
B
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

当
主
の
柴
田
脩
生
さ

ん
は
湖
陵
10
期（
昭
和
33

年
卒
）。
す
で
に
仕
事
を

引
退
さ
れ
、
娘
の
阿
部
素

子
さ
ん（
湖
陵
37
期
・
昭

和
60
年
卒
）
や
孫
の
美

也
子
さ
ん
ら
に
囲
ま
れ
、

悠
々
自
適
の
毎
日
を
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
柴
田
さ
ん
の

実
家
は
、
も
と
も
と
南
大

通
2
丁
目
に
あ
っ
た
老

舗
の
履
物
店「
柴
田
履
物

店
」。
か
つ
て
夏
の
盛
漁
期
と
も
な
る

と
、
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
ゴ
ム
長
靴
や

カ
ッ
パ
を
求
め
る
大
勢
の
漁
師
た
ち
で

賑
わ
っ
た
店
で
し
た
が
、
昭
和
30
年
代

に
富
士
見
坂
が
開
通
し
て
以
後
は
人
の

流
れ
が
変
わ
り
、
さ
ら
に
2
0
0
カ
イ

リ
規
制
以
降
は
さ
ら
に
客
足
も
減
っ
た

こ
と
か
ら
昭
和
51
年
、
惜
し
ま
れ
な
が

ら
廃
業
さ
れ
ま
し
た
。

湖
陵
時
代
、
柔
道
部
の
主
将
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
柴
田
さ
ん
自
身
は
日
大
理

工
学
部
を
卒
業
後
、
日
本
加
工
製
紙
に

師
を
目
指
し
て
進
学
し
た
大
正
大
学
で

は
、
東
洋
哲
学
や
中
国
学
を
専
攻
、
大

学
院
を
経
て
教
員
免
許
と
書
道
師
範
の

資
格
を
得
て
い
ま
す
。
帰
釧
後
は
民
間

企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
結

婚
・
出
産
後
は
子
育
て
に
専
念
、
念
願

の
書
道
教
室
を
開
い
た
の
は
、
12
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
し
た
。

祖
父
・
母
か
ら
続
く
、
優
秀
な
遺
伝

子
を
受
け
継
い
だ
3
代
目
の
長
女
・
美

也
子
さ
ん
も
、
素
子
さ
ん
と
同
様
、
幼

い
頃
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
に
親
し

む
と
同
時
に
、
冬
場
は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
の
選
手
も
こ
な
す
と
い
う「
文
武

両
道
」
の
毎
日
を
送
り
、
平
成
24
年
に

湖
陵
67
期
生
と
し
て
理
数
科
に
入
学
し

た
才
媛
で
す
。

学
校
で
は
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
副
部

長
と
し
て
、
野
球
部
の
地
区
決
勝
戦
や

全
道
大
会
に
同
行
、
選
手
た
ち
に
熱
い

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
の
は
記
憶
に

新
し
い
出
来
事
で
す
。
学
外
で
は
、
こ

れ
も
小
学
生
か
ら
続
け
て
い

る
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト（
植

物
細
密
画
）
に
お
い
て
素
晴

ら
し
い
才
能
を
発
揮
。
昨
年

開
催
さ
れ
た
国
立
科
学
博
物

館
主
催
の
植
物
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
最
高
賞
の「
文
部

科
学
大
臣
賞
」
を
獲
得
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
次
女
の
華
也
子（
か
な

こ
）さ
ん（
青
陵
中
2
年
）も

佳
作
を
受
賞
。
共
に
将
来
を

嘱
望
さ
れ
る
頼
も
し
き
三
代

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
村　

貞
広（
湖
陵
30
期
）

親
子
三
代

　
　
釧
中
・
湖
陵
百
年
紀

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
め

て
い
ま
し
た
が
、
店
を
切
り

盛
り
し
て
い
た
母
親
の
病

気
に
よ
り
や
む
な
く
帰
釧
。

母
親
の
右
腕
と
し
て
家
業

に
専
念
し
ま
し
た
が
、
廃
業

後
は
釧
路
北
病
院
や
中
央

病
院
の
事
務
職
員
と
し
て

長
く
勤
め
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
市
内
春
採
で

薬
局
を
営
ん
で
い
た
兄
・
秀

一
さ
ん
は
湖
陵
7
期（
昭
和

30
年
卒
）、
娘
の
素
子
さ
ん

と
同
様
、
函
館
市
で
書
道
講

師
を
し
て
い
る
姉
の
弘
子

さ
ん
は
湖
陵
5
期（
昭
和
28

年
卒
）と
い
う
湖
陵
生
一
家

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
家
系
に
育
っ
た

素
子
さ
ん
は
、
幼
い
頃
よ
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習

い
、
湖
陵
高
で
は
新
体
操
部

と
書
道
部
に
在
籍
。
1
年
生
か
ら
レ
ギ

ュ
ラ
ー
を
勤
め
た
新
体
操
部
で
は
2
年

続
け
て
全
道
大
会
に
進
み
、
国
体
強
化

選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
ほ
か
、
書
道
部

で
も
3
年
連
続
で
全
道
大
会
に
進
む
ほ

ど
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
書
道
教

柴
田
脩の
ぶ
生お

さ
ん
、阿
部
素
子
さ
ん
、阿
部
美
也
子
さ
ん

右から柴田脩生さん、阿部素子さん、阿部美也子さん

チアリーダーで活躍する美也子さん

女
系
に
受
け
継
が
れ
た「
文
武
両
道
」の
血
脈
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１
月
19
日
は
大
鵬
の
１
周
忌
。
大

鵬
を
知
っ
た
の
は
、
早
稲
田
の
３
年

生
の
３
月
。例
年
３
月
に
な
る
と
、長

兄
が
仕
入
れ
の
た
め
に
上
京
す
る
の

で
上
野
に
迎
え
に
出
る
。
秋
味
と
筋

子
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

兄
は
上
野
の
車
坂
に
あ
る
佐
々
木
運

送
店
で
旅
装
を
解
く
。
仕
入
れ
た
商

品
を
釧
路
に
送
る
た
め
だ
。
上
野
駅

で
兄
は「
今
度
、弟
子
屈
か
ら
納な

谷や

っ

て
の
が
二
所
一
門
に
入
っ
た
。こ
い

つ
は
前
捌さ
ば

き
が
上
手
い
。
身
体
は

柔
軟
だ
し
、
将
来
の
大
物
だ
。
二

所
一
門
の
荒
稽
古
が
横
綱
に
し
て

く
れ
る
筈
だ
」と
い
う
。そ
の
時
私

は
、
貰
っ
た
筋
子
が
気
に
な
っ
て
、

早
々
に
兄
と
別
れ
た
。

米
子
出
身
で
、
鏡
里
の
い
た
粂

川
部
屋
に
下
宿
し
た
学
友
の
米
山

君
に
見
学
を
頼
み
込
ん
だ
。
あ
る

日
、
客
間
に
一
人
、
別
格
の
大
人

（
た
い
じ
ん
）が
い
た
。
何
処
か
で
見

た
人
だ
と
思
っ
て
聞
い
て
み
た
。
毎

日
新
聞
の
相
撲
解
説
欄
を
担
当
し
て

い
た「
相
馬
基
さ
ん
」だ
と
判
っ
た
。

こ
の
人
に
納
谷
幸
喜
の
将
来
に
つ
い

て
聞
い
て
み
た
。
相
馬
さ
ん
は
即
座

に
答
え
て
く
れ
た
。
前
捌
き
の
良
い

事
、
懐
の
深
い
事
、二
所
一
門
の
荒
稽

古
に
音
を
上
げ
な
い
事
な
ど
か
ら
、

柏
戸
と
並
ん
で
横
綱
に
な
る
と
太
鼓

判
を
押
し
て
く
れ
た
。「
君
と
の
関
係

は
？
」と
聞
か
れ
た
。「
私
の
田
舎
の

出
身
で
す
」と
答
え
る
と「
そ
う
か
未

だ
幕
下
に
も
な
っ
て
い
な
い
の
に
将

来
を
聞
く
か
ら
不
思
議
だ
と
思
っ
た
。

彼
は
将
来
大
物
に
な
る
よ
」と
言
っ

て
く
れ
た
。

大
鵬
が
未
だ
幕
下
の
時
代
は
米
山

君
を
利
用
し
て
大
鵬
の
相
撲
を
応
援

し
た
。
水
を
つ
け
る
手
桶
の
直
ぐ
後

ろ
で
応
援
し
、
勝
つ
と
そ
こ
か
ら
早

稲
田
へ
直
行
し
た
。
当
時
は
厩
橋

ま
で
早
稲
田
か
ら
直
行
の
都
電
が

あ
っ
た
。

勤
め
始
め
て
幸
運
だ
っ
た
の

は
、
社
長
が
三
河
の
出
身
の
人
で
、

義
理
で
玉
の
海
の
後
援
会
に
入
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
時
々
招
待
券

を
く
れ
た
こ
と
だ
。
好
き
な
ら
上

げ
る
と
言
っ
て
く
れ
て
、
三
場
所

く
ら
い
蔵
前
に
行
っ
た
。
私
の
応

援
は「
大
鵬
で
は
な
く
て
納
谷
だ

っ
た
」。
然
し
大
鵬
と
は
良
い
四
股
名

を
貰
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ま
で
は
○

○
山
、△
△
川
が
主
流
だ
っ
た
が
、そ

れ
か
ら
乱
れ
た
と
も
言
え
る
。
モ
ン

ゴ
ル
か
ら
大
挙
し
て
力
士
が
来
た
し
、

タ
ン
ゴ
の
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
四

股
名
も
変
わ
り
に
変
わ
っ
た
。

私
の
青
春
を
語
る
と
き
、
大
鵬
は

欠
か
せ
な
い
人
で
あ
っ
た
。

舟
﨑
明
雄（
湖
陵
５
期
）

私と大鵬

釧
路
教
職
員
湖
陵
会（
奥
田
泰
朗
会

長
・
湖
陵
24
期
）の
研
修
会
と
懇
親
会

が
、
２
０
１
３
年
12
月
７
日
に
釧
路
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
研
修
を
目
的
に
、
教
員

以
外
の
異
業
種
の
湖
陵
同
窓
生
を
迎
え

て
開
い
て
い
る
意
義
あ
る
講
演
会
で
、

本
年
度
は
北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校

創
立
１
０
０
周
年
・
定
時
制
90
周
年
記

念
実
行
委
員
長
と
し
て
大
役
を
果
た
し

た
、
よ
し
も
と
歯
科
診
療
室
院
長
の
葭

本
正
美
氏（
湖
陵
24
期
・
理
数
科
１
期

生
）を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

葭
本
氏
は
、（
社
）釧
路
の
ぞ
み
協
会

理
事
長
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
二
五
〇
〇

地
区
ガ
バ
ナ
ー
な
ど
多
く
の
役
職
に
就

い
て
い
ま
す
が
、
新
川
小
学
校
、
景
雲

中
学
校
、
湖
陵
高
校
出
身
と
い
う
根
っ

か
ら
の
釧
路
っ
子
で
す
。

夫
人
と
も
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
は
力
を
入
れ
、
今
ま
で
の
子
育
て

に
は「
後
悔
は
な
い
」と
力
説
し
、「
子

ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
。
小
中

学
校
の
参
観
日
に
は
常
に
参
加
し
て
い

た
」そ
う
で
す
。

湖
陵
高
校
を
卒
業
後
、
日
本
大
学
歯

学
部
に
進
学
し
、〝
ユ
ニ
ー
ク
〟な
学
生

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
土
、
日
曜
日

に
は
三
浦
半
島
で
の
ヨ
ッ
ト
、
平
日
に

は
デ
ィ
ス
コ
通
い
と
、「
た
だ
た
だ
遊

ん
で
卒
業
し
た
歯
学
医
大
生
だ
っ
た
」

と
笑
っ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
学
生
時
代
の
反
省
か
ら
か
、

長
女
と
長
男
に
は
幼
少
時
か
ら
き
ち
ん

と
教
育
計
画
を
立
て
て
、
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
。
２
人
の
子
ど
も
は
湖
陵
高

校
理
数
科
に
入
学
、
卒
業
後
は
医
科
系

の
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
現
在
は
２

人
と
も
医
者
と
し
て
活
躍
中
で
、
中
で

も
長
男
は
葭
本
氏
の
主
治
医
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
若
い
こ
ろ
を
振
り
返
り
、

〝
中
途
半
端
な
私
は
良
か
っ
た
〟〝
人
生

は
わ
か
ら
な
い
も
の
〟と
達
観
し
た
う

え
で
、
信
条
と
し
て「
人
と
比
べ
な
い
」

「
現
状
を
明
る
く
受
け
止
め
る
」「
心
配

し
な
い
」「
頼
ま
れ
た
こ
と
は
神
様
か

ら
の
贈
り
物
」「
子
ど
も
に
自
立
心
を

持
た
せ
る
」「
ほ
め
て
育
て
る
」を
挙
げ
、

「
人
生
そ
こ
そ
こ
！
人
生
た
ま
た
ま
！
」

と
明
る
く
軽
快
に
述
べ
ら
れ
、
講
演
を

終
了
し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
席
上
、
葭
本
氏
の
講
演
に

対
し
て
会
員
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ

ら
れ
、
無
事
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
。
感
謝
。

川
端
紀
一（
湖
陵
11
期
）

釧
路
教
職
員
湖
陵
会

葭
本
さ
ん
講
演

私
の
人
生
。な
ん
と
い
い
気
分
！
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（前列左から）田巻恒利、佐藤文昭、増子正樹
（後列左から）須貝喜治、西村貞広、渋谷倫之、
星匠

釧
路
湖
陵
高
校

〒
０
８
５
―
０
８
１
４

釧
路
市
緑
ケ
岡
３
丁
目
１
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
５
４
）43
―
３
１
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kushiro-koryo.hp.infoseek.co.jp/

く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

　

 

〒
０
８
５
―
０
０
１
４

　

 

釧
路
市
末
広
町
２
丁
目
４
番
地

栄
屋
旅
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
５
４
（
23
）
０
２
４
１

　

 

手
動
切
替
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

０
１
５
４
（
23
）
０
２
４
２

　
く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

同
窓
会
会
長　
島
本
幸
一
（
湖
陵
19
期
）

同
窓
会
会
計
長　
佐
藤
文
昭
（
湖
陵
22
期
）

編
集
委
員
長　
星　
　

匠
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員
　
川
端
紀
一
（
湖
陵
11
期
）

編
集
委
員　
増
子
正
樹
（
湖
陵
20
期
）

編
集
委
員　
澁
谷
倫
之
（
湖
陵
26
期
）

編
集
委
員　
西
村
貞
広
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員　
須
貝
喜
治
（
湖
陵
49
期
）

編
集
事
務
局
長　
田
巻
恒
利
（
湖
陵
18
期
）

「
○
月
○
日
、
く
ま
ざ
さ
編
集
会
議
を

開
催
し
ま
す
」と
田
巻
編
集
委
員
会
事

務
局
長
よ
り
電
話
が
入
り
ま
す
。
事
前

に
予
定
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ

に
出
席
と
答
え
ま
す
。
会
議
当
日
、
み

ん
な「
に
こ
に
こ
」し
な
が
ら
栄
屋
旅
館

に
集
ま
り
ま
す
。
今
の
編
集
委
員
は
、

ま
ず
ほ
と
ん
ど
欠
席
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
編
集
内
容
に
つ
い
て
は
、学
校

よ
り
何
ら
か
の
要
請
や
同
窓
会
か
ら
内

容
に
つ
い
て
制
約
が
あ
る
訳
で
も
な
く
、

自
由
き
ま
ま
に
発
行
し
て
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
▼
し
か
し
、
編
集
委
員

の
心
は
、
同
窓
生
に
は
今
あ
る
学
校
の

姿
や
同
窓
会
の
思
い
を
伝
え
る
事
、
将

来
の
同
窓
生（
生
徒
）に
は
同
窓
会
の
楽

し
さ
、
学
校
・
先
輩
の
良
き
伝
統
を
伝

え
る「
く
ま
ざ
さ
」を
作
ろ
う
と
の
熱
い

思
い
が
、時
に
は
脱
線
し
な
が
ら
も
、自

由
闊
達
な
意
見
と
な
っ
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
す
▼
同
窓
会
か
ら
は
食
事
代
の

補
助
を
頂
く
程
度
で
、
無
償
で
、
会
議

を
開
催
！
も
う
ど
れ
く
ら
い
続
い
て
い

る
事
で
し
ょ
う
か
。
編
集
委
員
の
メ
ン

バ
ー
は
変
わ
っ
て
も
、こ
の
ス
タ
イ
ル
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。「
編
集
委
員
の
み
ん
な

す
ご
い
！
そ
れ
を
束
ね
る
星
編
集
長
は

す
ご
い
！
」と
感
心
し
な
が
ら
参
加
し
、

勝
手
な
思
い
つ
き
を
愚
問
で
言
っ
て
い

た
ら「
会
計
長
、編
集
後
記
を
書
い
て
く

だ
さ
い
」と
い
き
な
り
振
ら
れ
ま
し
た

▼
私
が
書
い
て
い
い
の
？
そ
う
か
、い
つ

の
ま
に
か
私
も
編
集
委
員
の
一
員
に
な

っ
て
い
ま
し
た
？
私
も
、
み
ん
な
と
同

じ
思
い
で
、
こ
れ
か
ら
も「
く
ま
ざ
さ
」

の
紙
面
作
り
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
生
の
み
な
さ
ん
、
紙
面
に
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
田
巻
編
集
委
員
会
事

務
局
長
に
連
絡
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
文
昭（
湖
陵
22
期
）

湖
陵
卒
業
生
が
釧
路
を
離
れ
て
生
活

し
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
釧
路
駅
に
降
り

立
ち
、
北
大
通
を
歩
く
と
決
ま
っ
て
こ

ん
な
言
葉
を
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま

す
。「
駅
前
通
り
商
店
街
な
の
に
、
ま
る

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
。
賑
わ
っ
て
い
た

昔
と
違
い
随
分
寂
れ
た
」と
嘆
き
ま
す
。

で
も
そ
の
原
因
の
一
つ
が
自
分
自
身
で

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
あ
る

調
査
で
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
離

れ
て
別
の
土
地
に
住
む
人
の
割
合
は

約
７
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
卒
後

は
、
進
学
・
就
職
・
結
婚
・
親
の
転
勤

や
転
職
な
ど
で
故
郷
を
離
れ
ま
す
。

ま
た
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化

は
釧
路
市
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
大
多

数
の
地
方
都
市
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

花
形
産
業
だ
っ
た
炭
鉱
や
輸
出
産
業
が

円
高
に
よ
る
後
退
、
魚
業
は
漁
場
と
消

費
の
減
少
で
輸
入
品
増
大
、
車
社
会
へ

の
移
行
と
郊
外
型
量
販
店
の
進
出
、
米

国
の
圧
力
で
所
謂
百
貨
店
規
制
法
の
消

失
な
ど
そ
の
理
由
は
幾
ら
で
も
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
映
画
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
中
で

ア
ズ　

タ
イ
ム　

ゴ
ー
ズ　

バ
イ（
時

の
過
ぎ
行
く
ま
ま
に
）の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ノ
曲
が
流
れ
弾
き
語
り
が「
男
は
仕
事

を
求
め
故
郷
を
離
れ
、
女
は
男
を
求
め

故
郷
を
離
れ
る
」
と
歌
い
ま
す
。
こ
の

名
曲
、
名
画
を
想
い
出
し
ま
し
た
。

田
巻
恒
利（
湖
陵
18
期
）

故
郷

　

平
成
25
年
度
釧
中
・
釧
路
湖
陵
同

窓
会（
栗
林
延
次
会
長
・
湖
陵
17
期
）

が
８
月
10
日
に
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
約
５
０
０
人
の
同
窓

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
栗
林
会
長
が

「
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
無
事
に
終

了
し
た
。〝
２
０
０
周
年
〟に
向
け
て
絆

を
さ
ら
に
深
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
釧
路
湖
陵
高
校
の
宮
下
祐
司
校

長
が「
新
た
な
歴
史
づ
く
り
に
一
層
の

支
援
を
」、
蝦
名
大
也
釧
路
市
長（
湖
陵

29
期
）
が「
新
世
紀
を
迎
え
た
学
校
の

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
ま
い
進
し
た
い
」と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
栗
林
会
長
が
会
長
を
退

任
、
島
本
幸
一
幹
事
長（
湖
陵
19
期
）が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

窓
会
か
ら
同
校
の
後
援
会
に
対
し
、
部

活
動
な
ど
へ
の
支
援
と
し
て
５
０
０
万

円
寄
付
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

同
窓
会
だ
よ
り

新
会
長
に
島
本
氏

句
集
「
棺
一
基
」

日
本
一
行
詩
大
賞
を
受
賞

　

大
道
寺
将
司
（
湖
陵
19
期
）
死

刑
囚
が
獄
中
か
ら
刊
行
さ
れ
た
句

集
「
棺
一
基　

大
道
寺
将
司
全
句

集
」（
２
０
１
２
年
太
田
出
版
発

行
）
が
昨
秋
、
第
６
回
日
本
一
行

詩
大
賞
の
俳
句
部
門
で
受
賞
、
授

賞
式
に
代
理
出
席
し
た
親
戚
が
副

賞
30
万
円
と
と
も
に
受
け
取
っ

た
。

田
巻
恒
利
（
湖
陵
18
期
）

82014 ・ 3 ・ 1　くまざさ64号くまざさ64号　2014 ・ 3 ・ 1


